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第２章　群馬県の現状

１　人口構造

（１）総人口
　本県の総人口は平成 16 年の 2,035,542 人をピークに減少しており、平成 29 年 10 月１
日現在で 1,958,615 人となっています。
　これを年齢別の構成比で見ると、年少人口（０～ 14 歳）が 240,959 人、生産年齢人口（15
～ 64 歳）が 1,139,895 人、老年人口（65 歳以上）が 561,336 人でした。
　また、総人口に占める構成割合で見ると、年少人口が 12.4％、生産年齢人口が 58.7％
であり、ともに減少傾向が続いていますが、老年人口は 28.9％と過去最高でした。
　老年人口の割合を二次保健医療圏別で見ると、吾妻保健医療圏が 37.1％、富岡保健医
療圏が 35.0％、沼田保健医療圏が 34.2％など山間部を中心に高齢化が進んでいる状況で
す。
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本県人口の推移（推計を含む） （単位：千人）

（単位：人、％）二次保健医療圏の年齢３区分別人口（平成29年10月１日）

〔資料〕総務省 ｢国勢調査｣、国立社会保障・人口問題研究所 ｢日本の地域別将来推計人口（H25年）」

※年齢不詳者は総数のみに含まれている。
〔資料〕県 ｢年齢別人口統計調査（H29年）」
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（２）世帯構成
　本県における平成 27 年の世帯総数は 773,952 世帯で年々増加していますが、１世帯
あたりの人員は 2.55 人となり、減少傾向が続いています。
　また、一般世帯（住居と生計を共にしている人の集まり、一戸を構えている単身者、
間借り・下宿屋等の単身者、会社等の独身寮の単身者）は 772,014 世帯で、平成 22 年
からの 5年間に 17,690 世帯（2.3％）増加しています。このうち 65 歳以上の高齢親族の
いる世帯数は一般世帯数の 44.5％を占めており、特に高齢単身世帯（65 歳以上の単独
世帯）や高齢夫婦世帯（夫が 65 歳以上、妻が 60 歳以上の夫婦のみの世帯）の割合が増
加しています。

1世帯あたり人員年次　実数　群馬県
１世帯あたり人員　群馬県
１世帯あたり人員　全国
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世帯総数と１世帯あたりの人員 （単位：世帯、人）

〔資料〕総務省 ｢国勢調査｣

二次保健医療圏別の世帯数 （単位：世帯）

本県の世帯構成の推移 （単位：世帯、％）

〔資料〕総務省 ｢国勢調査（H27 年）

〔資料〕総務省 ｢国勢調査｣
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２　人口動態

（１）出生
　平成 28 年における本県の出生数は 13,661 人で、減少傾向が続いています。
　１人の女性が一生の間に生む子どもの数を示す合計特殊出生率は平成 28 年では 1.48
（全国 1.44）となっており、少子化の進行が継続しています。

（２）死亡
ア　死亡数及び死亡率
　医療の進歩等に伴って死亡数は昭和 50年代までおおむね減少してきましたが、その
後、高齢化の進展を背景に年々増加傾向にあり、平成28年の死亡数は 22,125 人でした。
　また、本県における死亡率（人口千人あたりの死亡数）は、全国と比べると、や
や高い率で推移しています。

出生数（人） 合計特殊出生率年次　実数　群馬県
合計特殊出生率　群馬県
合計特殊出生率　全国
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〔資料〕厚生労働省 ｢人口動態調査｣

〔資料〕厚生労働省 ｢人口動態調査｣
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イ　死因及び死亡率
　本県における平成28年の死因として、第１位は悪性新生物（がん）、第２位は心疾患、
第３位は肺炎となっており、上位３つで全死亡数の 52.6％を占めています。
　悪性新生物は昭和 60 年から死因の第１位となり年々増加しています。第２位の心
疾患は、昭和 63 年に脳血管疾患と入れ替わって初めて第２位となり、おおむね全国
と同様の動きを示しています。第３位の肺炎は、高齢者の増加に伴い年々増加し、
平成 22 年に脳血管疾患と入れ替わって第３位となりました。
　３大死因以外の死因については、脳血管疾患、老衰、不慮の事故、自殺、腎不全、
大動脈瘤及び解離、慢性閉塞性肺疾患の順となっています。

本県の死因別死亡率の推移

〔資料〕厚生労働省｢人口動態調査(H28年)」
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〔資料〕厚生労働省 ｢人口動態調査（H28 年）｣ 〔資料〕厚生労働省 ｢人口動態調査（H28年）｣

〔資料〕厚生労働省 ｢人口動態調査（H28年）」
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３　県民の健康状況

（１）県民の健康意識
　県「保健医療に関する県民意識調査（平成 28 年）」によると、自分の健康状態につい
ての認識は下表のとおりです。平成 25 年の調査結果と比較し、ほぼ同様の内容となっ
ています。

（２）生活習慣病の有病者・予備群
　厚生労働省「国民健康・栄養調査（平成 28 年）」、県「県民健康・栄養調査（平成 28 年度）」
によると、糖尿病・高血圧症・脂質異常症・メタボリックシンドロームの予備群及び有
病者の割合は下表のとおりです。
　全国の割合を概ね下回っていますが、メタボリックシンドロームの予備群については
男女とも全国の割合を上回っています。

※表中の数値は、厚生労働省「国民健康・栄養調査（H28年）」の基準により判定された内容を掲載している。
＜糖尿病＞ 予備群：糖尿病の可能性を否定できない者、有病者：糖尿病が強く疑われる者
＜高血圧症＞ 予備群：正常高値血圧者、有病者：高血圧症有病者
＜脂質異常症＞ 有病者：脂質異常症が疑われる者
＜メタボリックシンドローム＞ 予備群：メタボリックシンドロームの予備群と考えられる者
　　　　　　　　　　　　　　　有病者：メタボリックシンドロームが強く疑われる者

自分の健康状態について

〔資料〕県 ｢保健医療に関する県民意識調査（H28年）」

生活習慣病の有病者・予備群の状況

　〔資料〕厚生労働省 ｢国民健康・栄養調査（H28 年）」、県 ｢県民健康・栄養調査（H28年度）」
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４　県民の受療動向

（１）県内の受療動向
ア　患者数
　県「患者調査（平成 27 年）」によると、県人口の約１％が入院治療、約５％が外
来治療を受けています。

イ　医療圏相互の受療動向
　県内の各保健医療圏間の受療動向をみると、前橋、渋川及び藤岡の各保健医療圏
では、全入院患者のうち 40％以上の患者が他の保健医療圏及び県外から流入してい
ます。
　前橋保健医療圏では県内全域から一定の流入があり、渋川保健医療圏では隣接す
る保健医療圏からの流入が多くなっています。また、藤岡、太田・館林の各保健医
療圏では、県外からの患者の流入が多くなっています。

（２）県境地域における県外との連携
　本県では、地理的条件等の関係から、県境地域において他県の住民が県内で受診した
り、県内の住民が他県で受診したりするケースが多い状況にあります。他県からの患
者の流入の状況をみると、他県と接している藤岡保健医療圏では全入院患者のうち約
27%が、太田・館林保健医療圏では全入院患者のうち約 16％が他県からの流入患者と
なっています。
　今後、関係各県と相互に情報共有や協議を進め、医療連携に取り組むことが必要と
なっており、本県では県境を越えた救急搬送に対応するために、ドクターヘリの運航や、
救急搬送システムの運用に関して近隣県との広域連携を進めています。

施設の種類別、患者住所別・受療の種類別にみた患者数（１日当たり）

〔資料〕県「患者調査（H27年）｣
※ 県「患者調査（H27 年）」では、本県の人口は平成 26 年 10 月１日現在のデータ（1,975,105 人）を用いている。
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〔資料〕県 ｢患者調査（H27年）｣
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５　医療機関の状況

（１）病院
ア  　本県の平成 28 年における病院数は 129 施設、人口 10 万人当たり 6.6 施設となって
おり、全国（6.7 施設）とほぼ同程度となっています。
イ  　病院の種別では、全病院数の約 90％にあたる 116 施設が一般病院（精神科病院以
外の病院）で、13 施設が精神科病院（精神病床のみを有する病院）です。

（２）一般診療所
　本県の平成 28 年における一般診療所数は 1,561 施設、人口 10 万人当たり 79.4 施設と
なっており、全国（80.0 施設）とほぼ同程度となっています。

（３）歯科診療所
　本県の平成28年における歯科診療所数は977施設、人口10万人当たり49.7施設となっ
ており、全国（54.3 施設）をやや下回っています。

二次保健医療圏別の医療機関の状況（平成28年10月1日現在）

（備考：上段は実数、下段は人口 10 万対）
〔資料〕 厚生労働省 ｢医療施設（動態）調査（H28年）｣ 

県 ｢移動人口調査（H28年）｣
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（４）診療科目
　本県の平成 28 年における診療科目別に見た病院及び一般診療所（重複計上）は次の
とおりです。

〔資料〕県 ｢医療施設機能調査（H28年度）｣

保健医療圏別、診療科目別に見た病院一般診療所数（平成28年10月１日現在）


